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特集

“面”で支える子どもの暮らし
看護職はいかに連携できるか
医療的ケア児の活動の場には、子どもたちの安全管理や健康管理を
行なう看護職たちの姿があります。しかしながら、現状、個々の現場で提
供されている看護が、連動していないところもあるのでは？
今年度の同時改定で、入退院支援加算、学校と看護の連携など、看看
連携に対して算定が可能になりました。これは、医療機関、学校、自宅、
活動・遊びの場の看護職がつながること―すなわち“点”から“線”
“面”の看護への転換―が、社会から期待されているととらえることも
できるはず。
そこで本特集では、「子どもの暮らしを支えるべく、看護の“面”を地域で
つくろう」という主旨のもと、NICUや訪問看護、児童発達支援など各現
場の活動の中身を確認し、“面”展開に向けた取り組みを紹介。医療的
ケア児を支える「連携」を探っていきます。

なぜ、「“面”で支える」ことが求められるのか
◉谷口由紀子、梶原厚子、米山明

それぞれの「場」における看護
◉原田純子、田中道子、熊田明子、勝田仁美、池畑久美子

“面”で支える看護をめざした各地の試み
◉鈴木郁子、大野真如、大久保夏樹、宮田広善

人材育成の活動◉谷口由紀子、石山光枝、奈良間美保

【座談会】
他職種から看護へ期待すること
◉及川郁子、津川周一、丸箸圭子、横田信也

年 月号

※一部変更となることがあります。

森のくまさんの佐古田さんの現場
のお話にはぐっときました。「誰

かの訴えを聞いたらほっとけない」。
そういう、理屈や打算ではなく、素
朴な思いに突き動かされたエピソード
の多いこと！　ただ、それで結果的に
「経営面も悪くないのだ」という話を伺
うと、結局は地域のニーズに応え続
けるという基本のところに戻ってくる
のかと感じます（当然、相川さんの経
営者としての目も無視できない要因
なのですが）。●事業所に歴史と物
語あり。それを実感しました。各地
の看護小規模多機能型居宅介護の
お話も聞いてみたい。自薦推薦のご
連絡もお待ちしております。…小池

本号の編集作業も終盤に差し掛
かったころ、西日本豪雨が起こ

りました。特集でご登場いただいた
看多機「森のくまさん」のある広島県
尾道市でも大きな被害がありました。
被害に遭われたみなさまに、心より
お見舞い申し上げます。1日も早い
復興をお祈りするとともに、弊誌でも
災害支援や対策など、お役に立てる
記事を企画していきたいと考えていま
す●今回の特集テーマは看多機。3
年前にも見取り図と写真で先進事例
をご紹介させていただきましたが、
今回はカラーページでレポートしてみ
ました。現地を取材させていただい
た感想は、やはり「百聞は一見に如
かず」ということ。記事で少しでもそ
の臨場感をお伝えできれば幸いで
す。…栗原
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